
１　環境の保全の見地からの意見について

(1)工事の実施によるもの

環境要素(環境要因) 福島市の意見 提出課

意見等は、ありません。

(2)土地又は工作物の存在及び供用によるもの

環境要素(環境要因) 福島市の意見 提出課

廃棄物

  計画地域は、福島市水道水源保護条例に基づく摺
上川ダム水源保護地域外であるが、摺上川ダムの集
水域を含む可能性がある。土地の開発や観光地化に
よって不法投棄等が発生するおそれがあるので、事
業者の責任において不法投棄防止対策を講じるこ
と。

廃棄物対策課

景観

　茂庭地区内の国道３９９号沿線集落で摺上川ダム
付近までは、茂庭地区景観住民協定の区域である。
建設地は、この区域外であるが、集落の背景に工作
物が眺望されることで、今まで培われてきた良好な
農山村の風景への影響が懸念されるため、協定地区
の複数個所を視点場として抽出し、完成後の眺望に
ついて検討のうえ、地域住民の合意を得るよう努め
ること。
　国道３９９号沿いからの眺望等の影響について、
フォトモンタージュ等（景観シュミレーション）を
活用、検討するなど、本市側からの景観上の視点に
配慮を願いたい。

都市計画課
飯坂支所
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(３)　上記(１)、(２)双方によるもの

環境要素(環境要因) 福島市の意見 提出課

　福島市では、「福島市水道水源保護条例」を策定
し、摺上川ダムの福島市内の集水域を「水道水源保
護地域」として護ってきた。
　摺上川ダムの水は、福島地方水道用水供給企業団
（一部事務組合）のすりかみ浄水場で浄水され、福
島市を含む３市３町（二本松市・伊達市・桑折町・
国見町・川俣町）、約４０万人の住民に供給してお
り、福島市においては、市民約２８万人の９９％に
供給している。
　その水質は、世界に認められるほど良質で、ペッ
トボトル水「ふくしまの水」がモンドセレクション
で最高金賞を４年連続で受賞し、国際味覚審査機構
（International Taste Institute）でも優秀味覚
賞を受賞しているほどである。
　これらのことの重大さを認識し、摺上川上流の集
水域において健全な水循環の阻害や、良質な水質の
悪化を招くことが無いよう、措置を講じること。

　工事中または供用中の油類・農薬を始め薬品等の
河川への流出・地下浸透を含む水質事故に対して
は、万全の備えをし、事故時には、速やかに当市へ
の報告と対策を行うこと。

動物・生態系

　事業の実施に伴う動物・植物の保護・移植などの
環境保全措置の実施後は、定期的に生息状況を確認
し、極端な個体数の減少や絶滅などに至らないよう
配慮し、必要に応じて追加の措置を惜しまず、種と
生態系を保全すること。

環境課

水環境
環境課
河川課
水道局　営業企画課
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２　その他環境要素に含まれない総括的事項についての意見

その他 福島市の意見 提出課

　事業の実施にあたっては、各種関連法規に基づく
必要な手続き等について、事前に行政担当窓口等の
指導を受けること。

　事業の実施にあたっては、周辺の住民及び隣接す
る土地の地権者に対して、十分に説明を行い、合意
形成を図ること。

関係各課共通    総括的事項
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３　防災上の意見、指導、その他協議すべき事項

その他 福島市の意見 提出課

　近年、局地的大雨や台風などが頻発し、記録的な
降雨量が多くなっていることから、法定外水路や河
川の土砂堆積・洗掘・溢水、土砂災害等の発生が懸
念される。
　風力発電事業により下流への雨水流出量が増加
し、上記のような災害が発生することがないように
調整池、沈砂池等を設置し、適正な維持管理を行い
災害防止に努めること。

　風力発電事業により雨水流出量が増加し、河川や
法定外水路の溢水、土砂災害の発生等を懸念する地
元住民もいることから、地元関係者や関係機関への
十分な説明・協議を行い、地元住民の不安解消に努
めること。

　排水計画について、災害防止対策も含めて協議す
ること。

　開発区域が全て七ヶ宿町のため特に都市計画法の
手続きは不要ですが、工事中並びに全体計画につい
て下流域における雨水被害防止のため雨水抑制施設
の設置などの流量増対策を要望します。

開発建築指導課

　工事の際も含め、周辺農地に雨水等に伴う土砂の
流出、土砂の崩壊、その他の災害の発生により、営
農の妨げにならないよう、十分な災害防止対策等を
講じること。

農業委員会

　輸送計画において、今後の検討結果により本市の
既存道路等を活用することとなる場合は、沿道地区
の町内会・地元住民に計画内容を説明し、十分な理
解と協力が得られるように事業を進めること。

飯坂支所

　工作物資材の搬入等における車両通行の際、交通
法規を遵守し事故が発生しないよう注意すること。

生活課

防災上の意見・協
議・指導事項につい

て

河川課
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